
誌面に関するお問い合わせ
火災予防に関するご相談は

留萌消防組合小平消防署 管理課 予防保安係

電話：５６－２２２１　FAX：５６－９０２２

火災・救急・救助は

「１１９」

火災から 生命を 守ろう

令和４年

春の火災予防運動
実施期間：令和４年４月２０日（水）～４月３０日（土）

～ 全 国 統 一 標 語 ～

おうち時間
家族で点検

火の始末

【イルミネーション】

・小平消防署、鬼鹿支署の庁舎にて「火の用心」のイルミネーションを点灯します。

【火災予防運動行事】

・防 火 パ レ ー ド  ～  小平、鬼鹿、達布地区を消防車両が隊列を組み走行します。

・火災防ぎょ訓練  ～  消防職員、消防団員による火災防ぎょ訓練を実施します。

・防　火　訪　問  ～  消防職員、少年消防クラブ、婦人防火クラブ員が６５歳以上の単身世帯
　　　　　　　　　　 を訪問し、火の用心を呼びかけます。

・立　入　検　査  ～  各事業所等を検査し、防火管理や消防用設備等が法令に遵守されている
　　　　　　　　　　 か確認します。

注：火災予防運動行事については新型コロナウイルス感染拡大の状況により、延期または中止となる場合がございます。

【火災予防期間中について】

【消火器の破裂事故が多発！】
近年、全国各地で消火器の腐食等が原因で破裂事故が多発して

おります。

消火器は初期消火に有効なものですが、サビや変形等の異常が

ある場合や使用期限が過ぎた古い消火器はいざという時に使用で

きないだけではなく、破裂する危険性がありますので異常が認め

られるものについては使用しないようお願いいたします。

　春になり、空気の乾燥や強風等により火災が発生しやすい時期となりました。ご家庭での火気の

取り扱いはもちろんのこと、外出先等でも十分ご注意ください。また、火災予防期間中は各種行事

を行う予定ですので、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【消火器のご確認を！】
一般家庭に設置する消火器は、消防法令上の設置義務や点検義務はありません

が設置されているご家庭に関しては使用期限内での交換を推奨しております。

見た目は新しい消火器でも長い間設置していると経年劣化により不具合が生じ

ることがありますので、万が一に備え消火器のご確認をお願いいたします。

※注意※
消防署では消火器の点検・販売・廃棄は行っておりません。

最寄りの取扱店へお問い合わせください。

【住宅用火災警報器の維持管理について】
住宅用火災警報器が義務設置となってから１０年が経過しています。機器本

体の交換の目安も１０年とされていることから今一度作動状況を確認し、音が

ならない場合は「機器本体の故障」や「電池切れ」の可能性がありますので、

本体または電池を交換しましょう。

※未設置世帯については、早期に設置をお願いいたします。

【消火器の使用方法！】
消火器の使用方法は、容器本体にも表示されています。

メーカーによっては表示方法が異なる場合があります。

□　安全ピンは付いているか？

⇒抜けかけていないかも確認！

□　レバーは変形していないか？

⇒レバーの支えが脱落していないかも確認！

□　圧力ゲージの圧力が規定値内にあるか？

⇒圧力ゲージが緑色範囲内にあるのかも確認！

□　キャップはゆるんでいないか？

⇒キャップが破損・劣化していないかも確認！

□　ホースに詰まりやヒビ割れはないか？

⇒本体にしっかりと接続されているかも確認！

□　使用期限は過ぎていないか？

⇒「製造年」「耐用年数」を確認！

□　容器にサビや変形はないか？

⇒本体底部も確認！

レバーは変形
していないか？

【消火器の確認ポイント！】

第７０回
留萌消防組合
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